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第１章 計画の策定に当たって 

 

１ 計画策定の背景・目的 

  本市では、子どもの読書活動の推進に関する法律に基づき、平成１５年に府中市子ども読

書活動推進計画を策定し、子どもの読書環境の整備に取り組んできました。 

  第５期府中市子ども読書活動推進計画（以下「本計画」といいます。）は、第４期府中市子

ども読書活動推進計画（以下「第４期計画」といいます。）の計画期間が令和６年３月で終了

することを受け、これまでの成果や課題を踏まえ、今後も更なる子どもの読書活動の推進を

図ることを目的として策定するものです。 

  本計画では、これまでの活動を継続していくとともに、関係部署との連携を強化し、子ど

もを取り巻く社会情勢の変化を視野に入れた読書活動の支援と環境の充実を進めていきます。 

 

２ 本計画の位置付け 

  本計画は、子どもの読書活動の推進に関する法律第９条第２項の規定に基づき、本市が策

定するものです。令和５年度までを計画期間とする第４期計画を更に充実・展開させる計画

として位置付けます。 

 

 上 位 計 画：第７次府中市総合計画 

 関連計画等：府中市立図書館運営方針、第３次府中市学校教育プラン、第３次府中市生涯学

習推進計画 

 

３ 計画の期間・対象 

 (1) 計画の期間 

   本計画は、令和６年度から令和１１年度までの６年間を計画期間とします。 

   ただし、社会経済情勢の変化や法改正の状況等を踏まえ、必要に応じて見直しを行うも

のとします。 

 

 (2) 計画の対象 

   ０歳からおおむね１８歳までの子どもとします。また、保護者を始め、子どもの読書に

関わる市民や団体等も対象とします。 

 

 

 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 

      

前  期 後  期 
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４ 計画の策定体制 

 (1) 府中市子ども読書活動推進委員会 

   本計画の策定に当たっては、本市の子どもの読書活動の推進を図るために設置し、関係

部署の職員で構成する府中市子ども読書活動推進委員会（以下「推進委員会」といいます。）

において検討を行いました。 

 (2) 府中市図書館協議会 

   学識経験者、学校教育関係者や公募市民等で構成された府中市図書館協議会から意見を

聴取し、本計画に反映させました。 

 

５ 第４期計画の成果 

  第４期計画では、「子どものための読書環境の拡充」、「子どもと本との出会いの機会の提供」、

「読書推進体制の整備」、「人材の育成・活用」、「啓発・広報」の５つを目標に、子ども読書活

動の推進を図ってきました。 

  令和元年度末からは新型コロナウイルス感染症が拡大したことで、市立図書館や学校、保

育所等では、休館や休校等の措置を講じるとともに、各種イベントや研修等は中止や時間短

縮せざるを得ない時期もありました。再開館後は、感染状況や社会情勢を踏まえながら、開

館時間等を徐々に通常の運営に戻すとともに、各種イベントについても換気や消毒、人数制

限等の感染対策を講じるなど、利用者の安全と感染防止に最大限の配慮をしながら継続的な

実施に努めました。  

  また、令和３年度には、ＧＩＧＡスクール構想に基づき、児童・生徒に一人１台のタブレッ

ト端末が配付され、ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）¹に向けた取組が加速しま

した。市立図書館では、令和４年度末に、図書館情報システム及び図書館ホームページを更

新するとともに、インターネット上で電子書籍の貸出しや返却等ができる電子書籍サービス

「ふちゅう電子図書館」を導入しました。 

  このほか、第４期計画の施策に基づき、次の取組を実施しました。 

 

＜目標１ 子どものための読書環境の拡充＞ 

(1) 市立図書館 ● 魅力ある蔵書構成や書架配置の工夫を行った。 

● 子どもたちが本を探しやすいよう、中央図書館児童室の書架案内を

改訂した。 

● 季節に合わせた特集展示を行うとともに、長く読み継がれてきた優

れた図書に関する配架コーナーを設置した。 

● 「子ども読書の日²」や学校の長期休暇に合わせ、子ども向けイベン

トを実施した。 

● 令和５年３月から「ふちゅう電子図書館」を開始した。 
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(2) 学校図書館 ● 学校図書館担当者連絡協議会等を通して、市立図書館と学校図書館

との情報交換や、情報活用能力の育成を図るための図書資料の効果的

な活用について研修を実施した。 

● 府中第八小学校・府中第一中学校の校舎の建て替えを契機に、各学

校図書館をメディアセンターとして位置付け、児童・生徒が調べ学習

や探究学習を行う際に、図書資料やＩＣＴ機器を複合的に活用できる

よう整備した。 

(3) その他施設 ● 「子どもの読書月間³」に合わせ、心身障害者福祉センター「きずな」

で、布の絵本やさわる絵本等を展示したほか、ハンディキャップ資料

のリストを配布した。 

● 全保育所、心身障害者福祉センター「きずな」、全学童クラブにおい

て読書スペースの蔵書の充実に努めた。 

 

＜目標２ 子どもと本との出会いの機会の提供＞ 

(1) 家庭の役割 ● 中央図書館において、乳幼児と保護者が家庭でも絵本に親しめるよ

う「ちいさい子のためのおはなし会」後に開催している「赤ちゃん絵

本プチ講座」にて、絵本の紹介や絵本を読む際のアドバイスを行った。 

(2) いつでも、どこ

でも、赤ちゃん絵

本 

● 市立図書館において、おすすめの乳幼児向けの絵本を掲載している

ブックリストを配布した。 

● ３・４か月児健康診査の会場において、乳幼児向けの絵本の読み聞

かせや乳幼児の図書館利用カードの作成を行う「赤ちゃん絵本文庫」

を実施した。 

(3) 市立図書館に

おける本との出

会い 

● ３歳以上の子どもを対象とした「おはなしの森」、１・２歳児と保

護者を対象とした「ちいさい子のためのおはなし会」を全館で実施し

た。また、中央図書館で月１回「土曜おはなしの森」を開催した。 

● 中央図書館において、小学４年生から６年生までを対象としたブッ

クトーク⁴「よむよむ探検隊」を年４回開催した。 

● 新型コロナウイルス感染症の拡大による学校の休校や市立図書館

の休館の際に、市立図書館のホームページに子どもたちの学習支援と

なるホームページのリンク集や「調べものに役立つ資料のリスト」な

どを掲載した。 

また、小・中学生から読んでみたい本のテーマを手紙で募集し、図

書館キャラクター「ぶっくん」がおすすめの本を手紙で紹介するイベ

ントを開催した。 

● ＹＡ（ヤングアダルト）⁵コーナーで、新着本コーナーを設置すると

ともに、令和３年９月からは特集展示を実施した。 

● 令和３年度から、中央図書館の「ちいさい子のためのおはなし会」

開催日の午前中に、乳幼児と保護者が周りに気兼ねなく滞在できる時

間として「親子ＤＥ読書タイム」を開始した。 

(4) 学校における

本との出会い 

● 市立小学校における読書週間などに際し、おすすめ本コーナーの設

置や学校の教育活動と関連させた本の特集展示などを実施した。 

● 市立小・中学校では、日常的に朝読書などの読書活動を実施するこ

とにより、読書時間の確保に努めた。 

● 読書週間・旬間⁶に合わせて先生のおすすめ本コーナーの設置や、読

んだ本の冊数やページ数を記録していく読書マラソン等の取組を実

施した。 
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(5) 保健センター

における本との

出会い 

● ３・４か月児健康診査の会場で、子どもの図書館利用カードを作成

するとともに、絵本の貸出しや読み聞かせを行う「赤ちゃん絵本文庫」

を図書館おはなしボランティアとの協働で実施した。 

● 子育て世代包括支援センター「みらい」の相談室やキッズスペース

に絵本などを設置した。 

(6) 児童館、保育

所、幼稚園、学童

クラブなどにお

ける本との出会

い 

● 市内の保育所や幼稚園などで、市立図書館のおはなし会日程表を配

布した。 

● 新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、市立図書館の利用を

制限していた令和２年３月から６月までの間、市立図書館から市内全

学童クラブ（２４か所）へ児童書の貸出し・配送を実施した。 

● 市立小学校全２２校に併設されている学童クラブにおいて、読書ス

ペースを確保した。 

● 児童館において、絵本の読み聞かせや、子ども向けの手作り絵本教

室を実施した。 

● 子ども家庭支援センター「たっち」の広場や情報コーナーに絵本な

どを設置した。 

(7) 障害のある子

どもの読書活動 

● スウェーデンの公共図書館で始まった取組を基に、令和元年度から

「りんごの棚⁷」を中央図書館に設置した。 

● 市立図書館において、布の絵本やさわる絵本、ＬＬブック⁸など様々

な種類の図書を収集し、貸出しを行った。 

(8) 国際交流に向

けての読書活動 

● 市立図書館において、外国語絵本を収集した。 

● 中央図書館の展示コーナーにおいて、日本語の児童書に加えて外国

語の絵本を並列して展示した。 

(9) 東京オリンピ

ック・パラリンピ

ックに向けての

読書活動の支援 

● 市立図書館において、オリンピック・パラリンピックや国際交流に

関する資料を収集するとともに、オリンピック関連資料を集めた学級

貸出セットの貸出しを行った。 

● 学校図書館において、関連資料の配架の工夫及び新たな資料の収集

に努めた。 

● 平和やオリンピックについて学ぶ「夏休み平和子ども教室」におい

て、関連本の紹介やおはなし会を開催した。 

● 平和啓発事業の一環として、市民活動センタープラッツにおいて、

図書館おはなしボランティアによるオリンピック関連の絵本の読み

聞かせなどを行った。 

 

＜目標３ 読書推進体制の整備＞ 

(1) 子ども読書活

動推進委員会の

開催 

● 子どもの読書活動の推進に向けて関係部署との連携・協力を進める

ため、推進委員会を定期的に開催し、毎年度、各事業の進捗状況を確

認した。 

(2) 「おはなしキャ

ラバン」の開催 

● おはなしボランティアグループ「絵本だいすき」との協働により、

美術館や郷土の森総合体育館などの市内の公共施設を巡り、１・２歳

児とその保護者を対象に、わらべうたや絵本の読み聞かせなどを行う

「絵本だいすきおはなしキャラバン」を年２回（春・秋）開催した。 

● 令和４年度から、参加者がボランティアに質問ができる時間を設け、

保護者の読み聞かせにおける悩みの解消に努めた。 
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(3) 府中市立図書

館サービス検討

会議・府中市図書

館協議会との連

携 

● 学識経験者、学校教育関係者や公募による市民等で構成される府中

市立図書館サービス検討会議（令和元年度からは府中市図書館協議会）

への報告及び意見聴取を行った。 

(4) 地域連携によ

る読書活動の推

進 

● 「府中市生涯学習サポーター⁹」と連携し、読書活動の推進に努めた。 

● 文化センターと市立図書館が連携し、文化センターで実施される催

しでおはなし会を実施した。 

(5) 市立図書館と

学校図書館の連

携 

● 学校図書館担当者連絡協議会に市立図書館職員が参加し、情報共有

を行った。 

● 市内の公立小・中学校で利用頻度の高い調べ学習のテーマや、学校

から要望のあったテーマを反映した学級貸出セットを増やすなど、学

級貸出の充実を図った。 

 

＜目標４ 人材の育成・活用＞ 

(1) 職員の養成研

修 

● 職員の専門性や知識の向上を図るため、市立図書館職員が専門的な

研修に参加するとともに、職員間で研修内容の共有を図った。 

(2) 市民の養成研

修 

● 市民対象の「読み聞かせ講習会」を実施した。 

● 市立図書館職員が、おはなしボランティアグループや学校の読み聞

かせボランティアなどの団体に対して、読み聞かせや絵本に関する講

座を行う「ふちゅうカレッジ出前講座」を実施した。 

(3) 市民ボランテ

ィアの仕組みづ

くりと活動支援 

● 市民ボランティアに対して、中央図書館「おはなしのへや」及び「ボ

ランティアルーム」の貸出しを行った。 

● 絵本の読み聞かせを行う社会教育関係団体に対して、文化センター

や生涯学習センターの施設の貸出しや広報への協力を行った。 

(4) ボランティア

との連携 

● 図書館おはなしボランティアとの協働により、毎月図書館全館にお

いて定例おはなし会を実施した。 

● 図書館おはなしボランティアを対象とした「ステップアップ講座」

を開催した。 

● 中央図書館において、ボランティアが作成する布の絵本の蔵書の充

実を図った。 

 

＜目標５ 啓発・広報＞ 

(1) 「子ども読書の

日」の取組 

● ３歳以上の子どもを対象とした「おはなしいっぱいの会」を中央図

書館において開催した。 

● １・２歳児とその保護者を対象とした「絵本だいすきおはなしキャ

ラバン（春）」を市内各所で開催した。 

● 市立図書館において、設定したテーマに関する図書を借りるごとに

シールをプレゼントする読書キャンペーンを全館で実施した。 

(2) 「子ども読書月

間」の取組 

● １・２歳児とその保護者を対象とした「絵本だいすきおはなしキャ

ラバン（秋）」を市内各所で開催した。 

● 心身障害者福祉センター「きずな」において、布の絵本やさわる絵

本の展示とパンフレットの配布を行った。 
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(3) 推薦図書リス

トの作成及び配

布 

● 乳幼児向けの推薦図書リスト「いっしょによもうよ０～２さいのえ

ほん」、小・中学生向けの推薦図書リスト「とっておきの本１００さ

つ」、「とっておきの本３０冊」、読み聞かせを行う大人向けのリス

ト「読み聞かせに向く絵本のリスト」等を作成・配布した。 

(4) 各分野におけ

る情報提供 

● 市立図書館のＹＡコーナーを紹介するちらしを作成し、市立中学

校・市内都立高等学校に配布した。 

● 乳幼児向けの絵本に関する記事を「Ｆｕ-ＣＨＵこそだてサイトふ

わっと」内に掲載した。 

● 市立図書館ホームページのリニューアルに伴い、「こどものページ」

と「ＹＡのページ」の改訂を行った。 

(5) 市立図書館見

学、職場訪問及び

職場体験の取組 

● 小学校の市立図書館見学、中学生・高校生を対象とした職場訪問や

職場体験などの受入れを実施した。 
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【事例紹介①】市立小学校の読書活動 

 

「読書の世界を広げる読書活動と学校図書を活用するための環境整備」 

～武蔵台小学校の取組～ 

 

〈読書の世界を広げる読書活動〉 
 
１ 全校児童参加のビブリオバトル 10 

全校児童参加のビブリオバトルは、令和２年度に始 

まりました。３年生以上の国語の年間指導計画に位置 

付け、まずは学級で取り組みます。その後、図書委員 

会主催でバトラー（発表参加者）として参加したい児 

童を募集して予選を行い、集会の時間に全学年が投票 

し、本選を行います。紹介された本を学校図書館に展 

示すると、あっという間に借りられるほど、印象に残 

るスピーチができるようになっています。 
 
２ 全教職員によるおすすめの本の紹介・展示 

  読書旬間に「図書通信」を発行し、人気のあった本や公共図書館の活用方法などの記事を

載せています。２学期には毎年全教職員のおすすめの本を掲載し、学校図書館に展示してい

ます。 
 
３ 図書委員会による読書クイズ 

  本を読むと答えられるクイズをカウンターに置いておき、チャレンジするとしおりがもら

える、という企画を実施したところ、学校図書館に来る児童が飛躍的に増えました。しおり

は新着図書のカバーのきれいな部分を切り抜き、ラミネート加工をしてリボンをつけて作成

しました。また、学校図書館の書架に、三択クイズを掲示し、図書集会で「お話の続きはどう

なるでしょう？」というテーマで問題を出しました。 
 
４ 読書貯金・読書すごろく 

  令和３年度に「全校で年間１万冊の本を借りよう！」という目標を達成することができた

ので、令和４年度は１万３千冊を目標にしました。目標が高くなり、達成できないかもしれ

ないという時期に、図書委員の発案で学級ごとの「図書館に来て本を借りたら１マス進める

すごろく用紙」を用意したところ、来館者が増えました。 

 

 

〈学校図書を活用するための環境整備〉 
 
１ 情報センターとしてのハード面の整備 

  特設が多かった書架を、日本十進分類法にのっとって全ての図書を並べ替えました。年度

初めのオリエンテーション用に、分類記号を読めるようになるためのワークシートも作成し

ました。また、レターケースにリーフレット・パンフレットを学年別に収納し、調べ学習や行

事の事前指導に活用できるようにしました。 
 
２ ブックリストの作成 

  校内研究の「読書指導分科会」のメンバーを中心に、全教科にわたり、学習に位置付けられ

るブックトークに使える本のリストを全学年分作成し、データとして保管しています。並行

読書 11に使える図書一覧、物語の読みやすさを表にしたもの（宮澤賢治の作品など）も併せて

保存しています。 

▲ビブリオバトルの様子 
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【事例紹介②】市立中学校の読書活動 

 

「二中生は、この１００冊を読もう！『二中の１００冊』プロジェクト」 

～府中第二中学校の取組～ 

 

 「二中の１００冊」は、二中生が二中生である間に読んでほしい本が選ばれています。絵本や

話題になった本、小さい頃に読んだおとぎ話の原作、不朽の名作など、バラエティに富んでい

ます。 

 「二中の１００冊」の本のブックポケットに感想用紙が入っており、読後に感想を書いて提

出します。二中生が読んだ「二中の１００冊」の感想は、図書室や廊下に掲示しています。友達

の読んだ本の感想を読んで興味を持ち、その本を手に取る人も多く、「二中の１００冊」の輪が

広がっています。卒業前の３年生が後輩に紹介しようと「二中の１００冊」を読む姿も見られ

ました。 

 

＜生徒の感想より＞ 

 「読書は苦手で、どの本を読

めばいいか分からなかったけ

れど、司書の先生が紹介して

くれた本は読みやすくて面白

かった。今度他の本も読んで

みたい。」（１年生） 

 

 「友達の感想を読んで、面白

そうだなと思った本を読んで

みた。自分の感想を読んだ人

が、自分と同じように興味を

もってくれたらうれしい。」

（２年生） 

 

 「二中の１００冊の中には、

普段自分では選ばないジャン

ルの本もあったので、いろい

ろな本を読めた。卒業するま

でに１００冊読破したい。」

（３年生） 
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＜二中図書館の工夫＞ 

 

１ 本を手に取りたくなる館内展示 

  図書展示は、図書委員や学校図書支援員が作成 

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

２ 図書館から生徒・家庭への発信 

  図書委員による図書新聞や学校図書支援員による図書だよりを発行し、イベントや新着図

書紹介等を定期的に行っています。 

 

３ 公共図書館、各教科とのつながり 

  生徒が自校の図書館だけでなく、公共図書館を利用できるように、４月のオリエンテーシ

ョンで本の分類や配架を学びます。その後、本探しゲーム（書誌情報が書いてあるカードを

見て本を探すこと。）をして、全員が１冊本を借り、奥付を見ながら、参考文献を記入します。

さらに、つながる１冊として、自分が借りた本と同じテーマで違う分類の本を選びます。そ

して、本を選んだ理由、参考文献などを記入します。 

  校外学習の事前学習や社会科等の授業で、調べ学習をするときは、公共図書館から学級貸

出を行い、多くの資料から自分の調べたいことが調べられる環境を整備しています。 

  「読む・聞く・書く・話す」力を付けるために、国語科の授業で全学級がブックトークを行

っています。また、図書委員会主催の企画として、図書館でビブリオバトルも行いました。 

 

図書委員作成の「SDGｓ」展示 

運命の一冊との出会い・・・ 

「目があったら運命の本」展示 

やっぱり本が好き・・・ 

「本や図書館が舞台の本」展示 

 
SDGｓ展示 

の作成中 
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【事例紹介③】高等学校の読書活動 

 

読書環境の整備 

～都立府中高等学校の取組～ 

 

１ 「図書倶楽部」の発行 

  年に２回、図書委員会が「図書倶楽部」を 

発行しています。内容は、図書委員会のメン 

バーや新しく配属された先生方、教育実習に 

来た先生方のおすすめの本の紹介がメインに 

なっています。 

 

２ ポップの作成 

  「図書倶楽部」で紹介した本は、図書委員 

会がポップを作成しています。内容や面白さ 

などを絵や写真を用いて表現して、図書館の 

棚に並べています。 

 

３ カウンター当番、蔵書点検 

  定期考査前を除き、昼休みは図書委員が貸出し・返却等のカウンターの仕事をしています。 

  夏季休業中にも蔵書点検の手伝いをシフト制で行い、図書委員全体で図書館に関わるよう

にしています。 

 

４ 長期休業前の読書週間・特別貸出しの実施 

  春休み・夏休み・冬休み前に、府中高校独自の読書週間を設けています。この期間中は、貸

出冊数が無制限になり、返却日も始業式後一週間以内と大幅に延びるため、本の貸出しが一

気に増加します。 

 

５ 高校生書評合戦（ビブリオバトル東京都大会）への出場 

  コロナ禍で縮小開催となっていましたが、昨年度は図書委員がポスターを作成し、ビブリ

オバトル参加者を校内で募りました。放課後や昼休みに練習を行い、本校から一名、都大会

に出場しました。 

 

  その他にもリクエストのあった本を積極的に取り入れて学校図書館の充実を図り、読書意

欲を喚起する環境を整えるよう取り組んでいます。 

 

▲「図書俱楽部」（２０２２年 夏号・冬号） 




